
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間         会長  図師義孝君 

皆様こんにちは。 

一週間のご無沙汰で

ございます。 

 今日は、私と食、私

と健康について話をし

てみます。 

 友人達との会話の中

で「幸せとは」が話題

になることがあります。日本人の幸せになるための要素

として、第一に健康が70％、第二に家計、第三に家族の

愛情が続くそうです。何といっても健康があってすべて

が始まるのです。寝たきりで、愛だの、金だのといって

も、何の意味もないでしょう。 

 私には自慢できる健康法があります。それは健啖家で

あるということです。健啖というと卖なる大食漢をイメ

ージしますが、実はそうではありません。好き嫌いなく

何でも美味しくいただくのが健啖家です。焼酎もです。 

 よって、家族の愛情たっぷりの手料理を毎日楽しみに

しています。妻、息子夫婦、孫達と、ともにする食事は、

心も胃袋も満たしてくれます。 

幸せの国ブ―タンでは、国民の 95％が幸せだと感じ 

ているそうです。ご存知のようにブータンは、決して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな国ではありません。国民総生産は、日本の20分の

１、人口は約70万人、テレビ放送は 1999年に始まりま

したが、1日 6時間程しか番組がないようです。車も電

気も日本のように潤沢ではありません。しかし、日本人

より確実に幸せだと感じている人が多い事も事実です。 

ブータンでもっとも重視されているのは、お金でも健

康でもなく人間関係、隣人関係、家族関係の平和と交流

だそうです。確かに、お金がいくらあっても揉め事が絶

えない家族では心の安寧はありません。 

これからは食の健啖家であるばかりでなく、心の健啖

家でありたいと考えています。何でも好き嫌いなく美味

しくいただき、家族の健やかさに感謝する。それで充分。 

足るを知る人になりたいと思うのです。終わります。 

今日もロータリーを楽しんで下さい。 

 

■幹事報告           幹事 山口項一君 

＜文書案内＞ 

＊RAC年次大会資料 

＊RA日韓親善交換会 

＊第2520地区ガバナー 

より復興支援のお願い 

＊ロータリー世界平和フ 

ォーラムのご案内(再) 

日程 2013年5月17日 

場所 広島国際会議場・ANAクラウンプラザホテル広島 

 

  

 

 

 

第 1767 回 平成 24 年 12 月 13 日プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    山下 晧三 

中部分区ガバナー補佐    池田 豊繁 

2730地区テーマ 

  夢・誇り・挑戦（素晴らしいロータリーの再生） 

高鍋ロータリークラブテーマ 

  「絆」 原点を見つめてー思いやりの心で 

12月の月間テーマ  

  家族月間 

 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．年次総会 

10．クラブ協議会 

11．次週例会案内  

12．点   鐘 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内    

＊年次総会    ＊クラブ協議会―半期報告  

＊血圧測定    ＊プログラム委員会 

 

 

 ＊ 

 

 

 

 

次週例会案内；12月 20日（1768回）  

＊クラブ協議会―半期報告   

＊100万ドル 

第 1766 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



♬♬月初めのセレモニー♬♬ 

☆結婚記念日おめでとう！ 

  

緒方郁男君         親睦活動委員長 橋口清和君 

☆お誕生日おめでとう！ 

 
河野君  岩下君  青木君  武末君  藤本君 

 

■新入会員卓話            緒方郁男君 

私が９月２０日に

高鍋ロータリークラ

ブに入会させて頂い

てから、約２か月半

経ちました。入会式

のときにも話しまし

たように、１年半ほ

ど前に平山先生、石

田先輩より入会を勧められ、その後１年は仕事が忙しい

ことを理由に断り続けていました。そして今年の８月に

ある会合で、石田先輩と幹事の山口さんと一緒になり、

会の終わり挨拶だけでもして帰ろうとお二人に近づいた

のが年貢の納め時になりました。 

そして今日、とうとう新会員卓話の番が回ってきたわ

けです。貴重な時間を頂きましたが、諸先輩方に聞いて

貰うようなたいした実績も有りませんので、今日は自己

紹介と、永年携わってきた「生コン」の話しをさせて頂

きます。宜しくお願い致します。 

  先ず自己紹介ですが、昭和３７年１月にここ高鍋町の

中尾という地区で生まれ、結婚するまでずっと住んでい

ました。皆さん、中尾と言っても何処か解らないと思い

ますが、高鍋農業高校の寮がある黒谷坂をまっすぐ上っ

て行き、高速道路の小並川橋がちょうど架かっている所

です。ある程度ご年配の方でしたら昔、「若鮎の里こな

み」という店があったことをご存知の方もいらっしゃる

かと思います。そこが私の実家のあった所で、鮎の養殖

池があった場所に橋が架かっています。仕事上、工事の

時はよく行っていたのですが、現場に行くたびに「この

土地をずっと持っていれば今頃は」と思っていました。 

話しが変な方向に行ってしまいましたが、そんな田舎

で、小学生の頃は約５㎞の道を毎日１時間ほど歩いて通

学していました。 

小学校の６年間の歩きと、中学校からの自転車通学で

知らないうちに足腰が鍛えられ、足だけは速い方でした。 

高鍋高校に入学すると黒岩先生にラグビー部に入れと

勧誘され、その時もこのロータリークラブと同じく、逃

げ回っていたのですが、とうとう捕まり入部することに

なりました。高校の３年間は、授業には出なくても、部

活だけ出ていた状況でしたので、卒業時には、職員室で

補習を受けるという特別待遇でした。 

 しかし今思うと、確かにきつい部活ではありましたが、

ラグビーを通じて先輩や後輩との交流も深まり、今でも

良いつきあいをさせて貰っています。 

 卒業後、縁有って「高鍋生コン（株）」に入社し現在

に至っております。入社して約３０年「試験室」という

部署で品質管理に携わってきました。高鍋ロータリーク

ラブにも、仕事上お世話になっている方々がたくさんい

らっしゃいます。今回の卓話で「生コン製造業」の現状

等を話すつもりでいたのですが、先日の日曜日、山梨県

の中央自動車道笹子トンネルで天井版が崩落するという、

信じられない事故が起きました。亡くなられた９人の

方々のご冥福を祈りたいと思います。   

 今回の事故原因は、現在までのところまだ正式発表は

ありませんが、天井版を支える吊り金具が劣化により脱 

落したのではないかと云われています。 

  現在の日本は、「建設大国から修繕大国」になるとの

指摘が有る通り、昭和３０年代の高度成長期時代に造ら

れた構造物など既に５０年以上使用され、経年劣化して

いる構造物も多々存在しており、如何にこれらの構造物

を維持修繕し安全に使用していくかが重要な課題となっ

ています。 

  我々コンクリート業界でも、１９８０年代のコンクリ

ートの早期劣化を取り上げたＮＨＫの報道番組「コンク

リートクライシス」や、その後発生した山陽新幹線・福

岡トンネルでのコンクリート塊剥落事故などがある度に

コンクリートの品質管理の徹底を図ってきたところです。  

又、国も劣化に繋がる品質の規制を強化しています。 

皆さんＪＩＳマークをご存知と思いますが、乾電池や

ノートからトイレットペーパーに至まで色々なＪＩＳマ

ークを表示した製品があります。ロータリークラブのエ

ンブレムである歯車もＪＩＳ規格があります。生コンも、

経済産業省が所管するＪＩＳマーク表示認証製品です。 

ＪＩＳ製品であるということは、国の定めた管理基準

を遵守する必要があります。 

 生コン工場では、ＪＩＳマーク表示が適正に行われて

いるか国に登録された機関から３年に１度、認証維持審

査（サーベイランス）を受けています。また、年に２度 

産官学により組織された品質管理監査会議による監査を 

受審しています。これは、経営者の経営方針から製品の

管理状況、工場の設備等に至まで細かなものです。 

  生コンは、読んで字の如くまさしく生ものです。その

取り、扱いが悪ければ良いコンクリート構造物は出来ま

せん。ある大学教授が言われてました、「良いコンクリ

ートを造るためにはセメント、水、及び骨材の他に、知

性と親切を加えなければならない」このことを肝に銘じ、 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会の利益に貢献出来るように今後も業務に励みたいと 

考えています。 

  最後になりますが、このロータリークラブに入会後、

諸先輩方の話を聞き、又、１１月１日には情報委員会の

方々に「新入会員研修」も受けさせて頂き、ロータリー

クラブの歴史や理念、行動基準の説明を受けたところで

す。しかし、まだまだよく解らない部分がたくさんあり

ます。正直言いまして、自分に「奉仕の精神」の心があ

るのか、これも自問自答しているところです。 

これから皆さんに、 私という人間を知って頂きながら、

私自身色々な意味で成長させて頂きたいと考えています。 

  今後もご指導を宜しくお願い致します。 

 

■出席報告       出席副委員長 河原好秋君 

 

 

 

 

 

 

 

出席状況          

会  員  数 49名 

出 席 会 員 数 37名 

ホーム出席率 78.72％ 

前々回の修正出席率 81.25％ 

 

 

■ＢＯＸ披露      親睦活動委員 坂田師通君 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

岩下盛朗君 誕生日祝のお礼。 

武末喜久治君 誕生日祝いのお返しとして。 

藤本範行君 昨日は66歳の誕生日でした。 

お祝いをありがとうございました。 

岡島達雄君 先週は失礼しました。本日「モーツアルト 

音楽祭」のチラシを配布させていただきました。チケ 

ットのご要望がございましたらお申し付け下さい 

青木善明君 毎年12月の誕生日を迎えると時の流れの 

早さを感じ、何よりも健康で過ごせたことに感謝しな 

がら これからも一日一日を大切にして行きたいと思 

います。「今日はお祝いをして頂き有難うございます。 

河野洋一君 誕生日のお礼に。 

緒方郁男君 結婚記念祝いのお返しとして。 

今日は新入会員卓話をさせていただきます。 

 

「ロータリーの綱領」 

 ロータリーの綱領は有益な事業の基礎として 

奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の 

各頄を鼓吹育成することにある。 

1. 奉仕の機会として知り合いを広めること 

2. 事業及び専門職務の道徳的水準を高めること 

  あらゆる有用な業務は尊重されるべきである 

   という認識を深めること。そして、ロータリ 

   アン各自が業務を通じて社会に奉仕するため 

   に、その業務を品位あらしめること 

3. ロータリアンすべてが、その個人生活、事業 

  生活、および、社会生活に常に奉仕の理想を 

  適用すること 

4. 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門業務に携 

   わる人の世界的親交によって、国際間の理解 

   と親善と平和を推進すること 

 

0 

     

四つのテスト  

  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

『メ－クアップしましょう』  

県内近隣クラブメ－クアップ会場 

出席委員会 

  宮崎单 宮崎観光ホテル西館 8階 

月 日向 日向第一ホテル 

  宮崎東 ウェルシティー宮崎 

  日向東 はまぐり荘 

火 宮崎 宮崎観光ホテル 

  西都 ウェディングパレス敷島 

  都城北 都城ロイヤルホテル 

  日向中央 はまぐり荘 

水 宮崎北 ホテルマリックス 

  都城西 ホテル中山荘 

  佐土原 サンホテルフェニックス 

木 宮崎中央 サミット・クリスタルルーム 

  都城中央 ホテル中山荘 

金 宮崎西 宮崎観光ホテル 

  都城 メインホテルナカムラ 

高鍋ローターアクトクラブの例会    

  第1・第3月曜日 19：30～  場所；宮日会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


